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【基本理念】 

 

エミヤグループは、電気設備資材の卸売業、建設業、そして介護環境提供業として、照明器具をはじ

めとする電気設備機器・住宅設備機器を提供してまいりました。これらの事業活動は、オフィスビル・

公共施設・住宅などの建築物や道路・通信網などの社会基盤整備へと直結しており、資源やエネルギ

ー消費に及ぼす影響は多大です。従って、環境負荷低減への取り組みが当社の果たすべき社会的責任

と認識し、継続的な環境負荷の軽減に努め、社会に貢献します。 

 

 

【行動方針】 
 

１．事業活動を環境側面から見直し以下を重点項目として実施します。 

（１）業務のミス・ロス、クレームを削減して資源とエネルギーのムダを排除します。 

  （２）省エネルギー・創エネルギー・蓄エネルギー機器、省資源対応の設備機器を提案 

販売することにより、低環境負荷社会の構築に貢献します。 

  （３）３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を推進し、産業廃棄物の削減を行います。 

  

２．環境マネジメントシステムを確立し、定期的に見直しを実施し、継続的な改善を行います。 

 

３．事業活動を行うにあたって、関連する環境の法規、条例及びその他の規制事項を厳守します。 

 

４．全員参加による環境保全活動を実施します。 

 

制定 ２００８年１２月２２日 

改定 ２０１２年 ４月１１日 

改定 ２０１９年 ５月２７日 

改定 ２０２０年 ６月 ３日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．環境経営方針 
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【１】事業所名 及び 代表者 

会 社 名     株式会社エミヤホールディングス 

代表者名 代表取締役社長 三神 司 

所 在 地     〒003-0030 

         北海道札幌市白石区流通センター７丁目８番１号 

    Ｕ Ｒ Ｌ https://www.emiya.com/ 

【２】環境管理責任者 及び 担当者 

環境管理責任者 村井 弘幸 

事務局責任者        埴田 奈津子 

【３】事業内容（認証・登録の範囲） 

電気工事材料及び建築資材の販売、家庭用電気製品・電気通信機器空調機器の販売、 

暖房機器・昇降機器・衛生・給排水設備機器の販売、太陽光発電施工、介護用品のレンタル

及び販売、介護リフォーム、リハビリ型デイサービス、住宅リフォーム   

【４】事業規模 

活 動 規 模 ２０２４年度 （２０２４年４月～２０２５年３月） 

売 上 高     １３４億６２百万円（簡易連結） 

従 業 員     １４９名 

床 面 積     １２，４１１.４２㎡ 

年間工事件数 ４９件 

【５】認証・登録対象事業所 

㈱エミヤホールディングス本社 〒003-0030  札幌市白石区流通センター７丁目８番１号 

エミヤエレクトロニクス㈱ 

本社 

小樽営業所       

 

〒003-0030 

〒047-0013 

 

札幌市白石区流通センター７丁目８番１号 

小樽市奥沢２丁目９番１号 

エミヤソリューション㈱ 〒003-0030  札幌市白石区流通センター７丁目８番１号 

エミヤエリアパートナーズ㈱ 

釧路営業所 

苫小牧営業所 

函館営業所 

 

〒085-0003  

〒053-0006  

〒041-0824  

 

釧路市川北町４番１７号 

苫小牧市新中野町３丁目６番１１号 

函館市西桔梗町５８９－４９ 

エミヤライフケア㈱ 

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴｲｼﾞﾌﾘｰｼｮｯﾌﾟ白石 

レコードブック厚別 

レコードブック札幌東 

〒003-0030  

〒004-0063 

〒065-0028 

札幌市白石区流通センター７丁目８番１号 

札幌市厚別区厚別西３条１丁目４番１７号 

札幌市東区北２８条東２１丁目５番１４号 

        

 

 

２．事業活動の概要 
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指示・協力・教育等

代表者 ≪社長　三神司≫グループ会社を代表し、会社業務の全ての執行を統括する

１．EA２１環境マネジメントシステムの実施及び管理に不可欠な資源の提供、資源には、

　 人的資源及び専門的な技能、技術並びに資金を含む

２．環境経営方針の作成

３．環境管理責任者の任命

４．全体の評価と見直しの実施

５．課題とチャンスの明確化

環境管理責任者(MR) ≪常務　村井弘幸≫

１．EA21に従った環境マネジメントシステムの要求事項の確立、実施、維持

２．代表者（社長）への実績報告を含む見直しのための報告

３．EA２１環境マネジメントシステムの運用実施

４．環境経営活動レポートの作成責任

事務局 ≪総務課　埴田奈津子≫

１．環境管理責任者のサポート

２．環境管理責任者の指示による文書・記録の作成

３．文書・記録の管理

環境経営・内部監査 《グループ責任者会議》

１．環境経営ＱＣサークル活動の報告

２．内部監査チェックリストによるチェック

各担当責任者 １．ＥＡ２１環境マネジメントシステムの運用実施。

下請等の協力会社 省エネへの取り組み、廃棄物の分別など環境活動への参加に協力を求める。

レコードブック札幌東担当

環境経営・内部監査 グループ責任者会議 エミヤグループ　代表者

環境経営QCチームリーダー会議
事務局

常務取締役

エイジフリー担当

物流部担当 電材３課・４課担当 函館営業所担当 レコードブック厚別担当

環境事業部担当

総務部担当 電材１課・２課担当 営業１課・２課担当 苫小牧営業所担当

業務部担当 小樽営業所担当 釧路営業所担当

発注課

受注課

下請等の協力会社 下請等の協力会社

Ａ Ｂ

構成要素 役割、責任及び権限

エミヤホールディングス
社長

エミヤエレクトロニクス
社長

エミヤソリューション
社長

エミヤライフケア
社長

エミヤエリアパートナーズ
社長

環境管理責任者（ＭＲ）
常務取締役

３．実施体制 
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項 目 単位 

今年度 

７９期目標 

（２０２４年） 

１年後 

８０期目標 

（２０２５年） 

２年後 

８１期目標 

（２０２６年） 

３年後 

８２期目標 

（２０２７年） 

二酸化炭素排出量 
 ※排出係数0.535/0.370 

（㎏-C02/Kwh） 
Kg-CO2 

前年比▲1% 

297,343 

前年比▲1% 

294,370 
前年比▲1% 前年比▲1% 

 電力使用量 ※1 kwH 
前年比▲1% 

193,652 

前年比▲1% 

191,715 
前年比▲1% 前年比▲1% 

 都市ガス（札幌） ㎥ 
前年比▲1% 

7,206 

前年比▲1％ 

7,134 
前年比▲1% 前年比▲1% 

 液化石油ガス使用量 （小樽） ㎥ 
前年比▲1% 

2.38 

前年比▲1% 

2.36 
前年比▲1% 前年比▲1% 

 灯油使用量  ※2 L 
前年比▲1% 

3,636 

前年比▲1% 

3,600 
前年比▲1% 前年比▲1% 

 ガソリン・軽油使用量 

     （１台当たり） 
（L）/台 

前年比▲1% 

1,727 

前年比▲1% 

1,710 
前年比▲1% 前年比▲1% 

産業廃棄物排出量 ㎏ 
前年比▲1% 

59,421 

前年比▲1% 

58,827 
前年比▲1% 前年比▲1% 

一般廃棄物排出量 ㎥ 
前年比▲1% 

41.74 

前年比▲1% 

41.32 
前年比▲1% 前年比▲1% 

水使用量 ㎥ 
前年比▲1% 

983 

前年比▲1% 

973 
前年比▲1% 前年比▲1% 

コピー用紙使用量 ㎏ 
前年比▲2% 

5,294 

前年比▲1% 

5,241 
前年比▲1% 前年比▲1% 

環境配慮商品の販売 
 

  ①省エネ提案件数 

②省エネ受注件数 
件 

①123 

②68 

各部署設定

の合計 

各部署設定

の合計 

各部署設定

の合計 

ミス・ロス削減による 

環境負荷低減 

「自工程完結」管理思

考を採用し、ミスを最

小化する。 

新年度方針

にて決定 

新年度方針

にて決定 

新年度方針

にて決定 

石膏ボードリサイクル100％ ％ 100％ 100％ 100％ 100％ 

環境に関わるリフォーム提

案 
件 60件 65件 70件 75件 

化学物質使用量（塗料） - 購入・使用はないが、発生した場合は適正に管理する。 

※1 北海道電力（札幌・小樽・ＲＢ厚別・ＲＢ札幌東） 

 イーネットワークシステムズ（釧路・苫小牧・函館） 

   79期より2024年度北海道電力の排出係数0.535・ｲｰﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑｽﾞ 0.370を使用。 

※ 2 釧路・苫小牧・小樽（札幌は倉庫・函館は会議室のみ）  

４．中期環境経営目標 
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二酸化炭素排出量の削減 
項目 活動内容 

電気使用量 

ガス使用量 

灯油使用量 

 

昼休み・退社時・使用していない場所の消灯 通年 

事務所蛍光灯の照度調節 通年 

不要箇所の光源取り外し 通年 

事務所照明のＬＥＤ化 通年 

融雪電力の節電 冬期 
（7～11月除く） 

天井ヒーターのこまめな切替 冬期 
（7～11月除く） 

トイレ便座のフタを閉める 通年 

トイレ便座ヒーター夏場（6～9月）ＯＦＦ 夏期（6～9月） 

トイレ主電源、帰宅時ＯＦＦ。もしくは省エネモード。 通年 

トイレパネルヒーター・トイレジェットタオル禁止 通年 

使用しないパソコンの電源ＯＦＦ 通年 

待機電力カット 通年 

電気ヒーターのこまめなＯＦＦ 冬期（12～3月） 

夏場・不要時の電気ポット使用削減 夏期（6～9月） 

コピー・ＦＡＸ複合機を節電モードに保つ  通年 

電気温水器の温度調節 

 夏場ＯＦＦ（6～9月）・冬場40℃（10～5月） 

通年 

冷蔵庫にカーテンをつける 通年 

冷暖房の温度設定 

 夏場28℃（6～9月）・冬場23℃（10～5月） 

通年 

使用しない場所は冷暖房を止める 通年 

エアコンフィルターのこまめな清掃 通年 

シーリングファン・サーキュレーターで空気を循環し、エ

アコンの使用量を抑える。 

通年 

ガソリン・軽油使用量 テレマティクス導入 通年 

日報管理（走行距離） 通年 

暖機運転は最小限にする 冬期（12～3月） 

一般廃棄物排出量の削減 
項目 活動内容 

ゴミの分別 古紙類・空缶・ペットボトル・産廃に分別 通年 

リングプルリサイクル運動 通年 

マイ箸の推進 通年 

水使用量の削減 

項目 活動内容 

水使用量 食器洗いや手洗いの際、水を出したままにしない 通年 

洗濯の際の水位調節 通年 

蛇口をシャワーへ替える 通年 

５．環境経営活動計画 
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コピー用紙使用量の削減 
項目 活動内容 

ペーパーレス 

デジタル化 

ミスコピー・ミスプリントは裏面を再利用する 通年 
両面コピー（プリント）、集約コピー（プリント）を使用

する 

通年 

図面・見積はメールでやり取りをする。 通年 
ＷＥＢやメールを活用し、ＦＡＸ注文を減らす 通年 

ＰＣから直接ＦＡＸ送信 通年 

会議資料削減（ＰＣ持参･ミーティングボードﾞ等使用） 通年 

受信ＦＡＸの不要なものを受信拒否 通年 

帳票類の用紙保管廃止。電子化へ。 通年 

環境配慮商品の購入・販売 
項目 活動内容 

環境配慮商品の購入 トイレットペーパーはシングル巻きであること。 

芯なしトイレットペーパーの使用。 

通年 

文房具はリサイクル材を多く使用していること 通年 

窓付封筒のエコ化 通年 

環境配慮商品の販売 省エネ・省資源等の商品の販売・ＰＲを推進 

環境配慮商品の販売 

通年 

そ の 他   

項目 活動内容 

ミス・ロスの削減による

環境負荷低減 

「自工程完結」管理思考を採用し、ミスを最小化する。 

  

通年 

石膏ボードリサイクル 石膏ボードリサイクル100％。分別の徹底。 通年 

環境に関わるリフォー

ム提案 

環境負荷低減に関わる提案 通年 

化学物質使用（排出）量の削減 

項目 活動内容 

化学物質使用量（塗料） 購入・使用はないが、発生した場合は適正に管理する。 通年 
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当社における環境目標と実績は下記の通りです。（2024年度 2024年3月21日～2025年3月20日）  

79期より2024年度北海道電力の排出係数0.535・ｲｰﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑｽﾞ 0.370使用。  

項 目 単位 
７８期実績 

（２０２３年） 
７９期 

目標数値 

７９期実績・ 

（２０２４年） 
前年比 

結果 
（目標比

評価） 

二酸化炭素排出量 
※排出係数0.535/0.370（㎏-C02/Kwh） 

Kg-CO2 300,545.99 
前年比 

▲1% 
321,652.75 +7.0％ × 

 電力使用量 ※1 kwH 195,608 
前年比 

▲1% 
202,350 +3.5％ × 

 都市ガス（札幌） ㎥ 7,279 
前年比 

▲1% 
7,029 ▲3.4％ 〇 

 液化石油ガス使用量（小樽） ㎥ 2.4 
前年比 

▲1% 
2.9 +20.8％ × 

 灯油使用量 ※2 L 3,672.7 
前年比 

▲1% 
3,667.7 ▲0.1％ ▲ 

 ガソリン・軽油使用量 

（１台当たり累計） 

（L）/

台 
1,744.1 

前年比 

▲1% 
1,725.0 ▲1.1％ 〇 

産業廃棄物排出量 ㎏ 60,020.5 
前年比 

▲1% 
266,852.0 +344.6％ × 

一般廃棄物排出量 ㎥ 44.16 
前年比 

▲1% 
50.98 +20.9％ × 

水使用量 ㎥ 993 
前年比 

▲1% 
1,067 +7.5％ × 

コピー用紙使用量 ㎏ 5,401.5 
前年比 

▲2% 
5,316.5 ▲1.6％ ▲ 

項 目 単位 
７８期実績 

（２０２３年） 

７９期 

目標数値 

７９期実績・ 

（２０２４年） 
目標比 

結果 
（目標比

評価） 

環境配慮商品の販売   

  ①省エネ提案件数 

②省エネ受注件数 
件 

①19件 

② 2件 

①123件 

②68件 

①26件 

②14件 

①21.1％ 

②20.6％ 
× 

ミス・ロス削減による 

環境負荷低減 

四半期ごとの対比が不

十分なチームがある。

数値化を図り対策強化

が必要。 

「自工程完結」管

理思考を採用し、

ミスを最小化す

る。 

100％目標達成は１５チ

ーム中５チーム 
▲ 

石膏ボードリサイクル100％ ％ 100％ 100％ 100％ 100％ 〇 

環境に関わるリフォーム提案 件 47件 60件 57件 ▲3件 × 

化学物質使用量（塗料） 購入・使用はないが、発生した場合は適正に管理する。 - 

※1 北海道電力（札幌・小樽・ＲＢ厚別・ＲＢ札幌東）イーネットワークシステムズ（釧路・苫小牧・函館）  

※2 釧路・苫小牧・小樽（札幌は倉庫・函館は会議室のみ） 

６．環境経営目標と実績 
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評 価 次年度の取組 

◆電力使用量の削減 目標未達成【＋３.５％】 

〇札幌・小樽・RB厚別・RB札幌東 ×釧路・苫小牧・函館 

前年１％削減。 

当たり前のルールの継続。無駄な使

用をなくすようグループ一丸となっ

て行動する。更に残業削減に取り組

み、使用量を抑える。 

札幌は２月の後半より１Ｆ男女のト

イレパネルヒーターの使用を可とし

たので、冬季の使用量が増加すると

考えられる。帰宅時のＯＦＦを徹底

する。 

拠点ごとに消し忘れが報告されてい

るので、ＱＣ活動で取組を強化する。 

今期よりRB札幌東が加わったので、全体として増加した。 

札幌はホットタイムで１２．６％削減できたのが大きかっ

た。１～３月迄１Ｆフロアの残業が減ったこと、消し忘れ

の報告が１件に留まったのも良かった。小樽は１２月、階

段に人感センサーを取り付けた。ＲＢ厚別は休憩中と残業

中は照明、加湿器、空気清浄機の電源を消すことを意識し

た。ＲＢ札幌東は空気清浄機の台数を減らし、窓やドアを

開けて換気を行うことで感染症対策にもつながった。 

釧路は物流が多かったので倉庫内での作業が増え、倉庫の

使用量が増加。苫小牧は春先の暖房をストーブ（灯油）か

らエアコンに切り替えたため電気量が増加。函館は低圧電

力は削減できたが電灯が増加した。 

◆ガス使用量の削減 札幌：目標達成【▲３.４％】 

小樽：目標未達成【+２０.８％】 

前年１％削減。 

札幌は夏場、必要以上に事務所を冷

やしすぎないように定期的に事務局

から通知を行う。エアコンフィルタ

ーの清掃、会議室使用後のエアコン

消し忘れチェックを継続。残業削減

に取り組み、使用量を抑える。 

〇札幌 ×小樽  

札幌は昨年の猛暑に及ばなかったせいか５～９月迄減少。

逆に降雪が早かったため１１～３月迄増加したが、トータ

ルでは削減できた。小樽も例年より寒い日が続き増加した。 

◆灯油使用量の削減 目標未達成【▲０.１％】  前年１％削減。 

気温に左右されるが、こまめに切替

えをし、温度管理を行う。ウォーム

ビズの励行。暖気が逃げないように

戸の開けっ放しにも注意を払う。 

消し忘れにも注意する。 

〇札幌・苫小牧 ×釧路・小樽 

目標の１％削減には届かなかったが、全体として０．１％

の削減。札幌は今期、倉庫での使用がなかった。 

苫小牧は春先、ストーブではなくエアコン（電気）を使用

したため減少。釧路は倉庫での作業が増えたので増加。小

樽は寒い日が続いたので増加。 

◆ガソリン・軽油使用量の削減（１台当りの使用量）  

目標達成【▲１.１％】 

〇苫小牧・小樽・RB厚別 ×札幌・釧路・函館・RB札幌東  

前年１％削減。 

アイドリングストップ、急発進・急

加速に気をつけ、より一層エコドラ

イブを心がける。 

ミス・ロスによる緊急配達・誤配達

を減らす。まとめ配送を行う。今後

も、効率良いルートで営業する。 

 

苫小牧はアイドリング比率が下がった。小樽はトラック配

送をチャーター便に変更したため減少。ＲＢ厚別は最適な

送迎ルートで無駄な運転時間を削減し、アイドリングスト

ップを可能な限り行った。 

札幌・釧路・函館は遠方への現場が増えた。営業活動の増

加によるもの。ＲＢ札幌東は顧客の増加に伴い、送迎時間

が長くなった。しかし利用者様が乗車していない休憩中は

なるべくエアコンの使用を控え、乗車中も窓を開けて温度

調節を行った。 

◆産業廃棄物排出量の削減 目標未達成【+３４４.６％】 引き続き、適正な処理を行う。 

釧路で倉庫整理を行ったため増加したが、適正に分別し、

正しい処理を行った。 

７．取組評価と次年度取組 
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評 価 次年度の取組 

◆一般廃棄物排出量の削減 目標未達成【+２０.９％】 

〇釧路・函館・RB厚別・RB札幌東 ×札幌・苫小牧・小樽 

前年１％削減。 

個々のゴミ分別の意識向上と、廃棄

の際は圧縮して容積を減らすこと。

問題があれば事務局から注意する。

また、増えた場合の原因追究を行い、

改善する。 

札幌では一般ゴミ庫に鉄ゴミが捨て

られていたことがあったので、改め

てゴミ分別を周知する。 

今期よりRB札幌東が加わったので、全体として増加した。 

釧路は今期削減できたが、一昨年よりは排出量が多い。商品

の入荷が増えたため。函館は資源ごみを積極的にリサイクル

業者へ持ち込んだ。ＲＢ厚別とＲＢ札幌東は詰替え用品を利

用し、かさばりやすいものは出来る限り圧縮・細かく裁断し

て廃棄するようにした。 

札幌は増加したが、統計を取り始めてから２番目の少なさで

あるため、排出量は抑えられている。小樽は人員増加が影響。 

◆水使用量の削減 目標未達成【+７.５％】  

〇札幌・苫小牧・RB厚別 ×釧路・函館・小樽・RB札幌東 

前年１％削減。 

細かな日常生活での節水を継続。手

洗い・食器洗い・洗濯の際の水位調

節や、拭き掃除・窓掃除などで使用

する水も調整しながら行う。 

ＲＢは顧客の増加が影響してしまう

が、手洗い・うがいの最中に水を出

しっぱなしにしないよう注意喚起を

行う。 

今期よりRB札幌東が加わったので、全体として増加した。 

札幌は人数が増えたが減少した。１Ｆ・２Ｆの蛇口を交換

し、シャワーの性能が良くなったのが節水につながった。

苫小牧は78期にトイレが節水タイプになったことで今期も

削減できた。ＲＢ厚別は加湿器を「強」でつけっぱなしに

せず、天候や湿度を確認しながら調節したことで節水がで

きた。 

釧路と小樽は増員のためか増加。無駄な使用はなかったが、

毎月少しずつ増加。函館は前年と同じ。ＲＢ札幌東は顧客

の増加が主な要因。手洗いやうがいの最中に水を出しっぱ

なしにしてしまうこともあった。 

◆コピー用紙使用量の削減 未目標達成【▲１.６％】 

〇札幌・RB厚別 ×釧路・苫小牧・函館・小樽・RB札幌東 

前年１％削減。 

3/21～新基幹システム稼働となり、

帳票などの印刷物が減るので大幅に

削減できると期待する。それ以外は

印刷ミスを減らすこと。ＱＣ活動を

通じて情報を共有し、できる限りの

削減を行っていく。 

札幌は売上が増加した中で目標達成できた。ＱＣ活動で意

識が高まっている。ＲＢ厚別は利用料金の改定や案内文書

などの印刷物が少なかったため削減できた。 

釧路・苫小牧・函館は裏紙の利用やペーパーレスを心がけ

たが目標達成には至らなかった。ＲＢ札幌東は顧客増加で

利用者様や営業先で配布する書類が増えた。また、印刷ミ

スなどの無駄も発生している。 

◆環境配慮商品の販売 省エネ提案をグループ責任者会議の

定例議題とし、共通認識を持ち「省

エネを極める」 

全社で提案件数１０９件・受注件数 

６４件を目標とする。 

省エネ提案件数 

提案件数２６件 目標未達成【２１.１％】 

受注件数１４件 目標未達成【２０.６％】 

評価基準が変わったため、達成率が大幅減少。 

◆ミス・ロス削減による環境負荷低減 新たに３ヶ年計画を立て、目標達成

に向けて取り組む。 １００%目標達成は１５チーム中５チーム 

◆石膏ボードリサイクル１００％ 引き続き１００％とする。 

  環境に配慮し、１００％リサイクルできるものを使用。 

分別を徹底し、適正に処理を行った。 

◆環境に関わるリフォーム提案  目標６５件。 

 実績５７件 目標未達成【▲３件】 

◆化学物質使用量（塗料） 発生した場合は適正に管理する。 

購入・使用はないが、発生した場合は適正に管理する。 
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◆社内提示物・社外公開  

 

◆社内提示物・社外公開 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

８．環境経営活動の取組記録 

環境経営方針の社内掲示 

               

 

2019年10年継続記念 

               

 

クールビズポスター  

5/16～10/5迄実施 

 

2022年北洋銀行さんのＨＰに 

当社のＳＤＧｓ宣言が掲載されました。 

当社重点項目 

全日電材連 

New WAVE 

2024年10月号に 

当社ＳＤＧｓの取組が

紹介されました 
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◆二酸化炭素排出量の削減  

 

  

     

照明スイッチに担当者をつけて管理

（札幌）  

               

 

定期的にエアコンフィルターの清掃を行い、良い状態を保つようにしています 

（左：札幌・中：小樽・右：ＲＢ厚別） 

エアコンスイッチに担当者をつけ

て管理（札幌） 

 

トイレジェットタオルの禁止 

               

 

トイレ便座のフタを閉める 

               

 

テレマティクスサービスで

社用車走行管理 

               

 

シーリングファン・壁掛け扇風機を取り付け、

室内の温度を一定に保っています 

（左：札幌・右：小樽） 

 

換気扇消し忘れ注意喚起 

（釧路 会議室） 
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◆一般廃棄物排出量の削減  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆産業廃棄物の分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆水使用量の削減  

 

古紙の分別 部署ごとに配置 

裏紙の再利用 

節水表示 

蛇口をシャワーへ変換 

節水表示 

トイレタンク（大・小の使い分け） 

２度流し禁止 

段ボール廃棄置場 

※古紙や段ボールは業者へ引き渡し 

産廃カゴ 
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◆環境活動  

 

    

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

                                                                                                                               

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的に事務所周りの雑草刈り、ゴミ拾いを行っています 

（左：札幌・中：苫小牧・右：釧路） 

古紙回収1,825㎏に対し、 

苫小牧上質古紙リサイクル 

協同組合より、１２ロール×９個 

配布していただきました（苫小牧） 

駐車場の横に芝桜・ひまわりを植えて 

景観を良くしています（釧路） 

窓拭きの様子 

（ＲＢ厚別） 

※札幌も年に一度行って

います 

（左：小樽・右：函館） 
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◆地震想定防災訓練 ※対応手順に基づき、年１回実施しています。 

 

 

 

   

 

  

 

  

   

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

8/6札幌 地震想定防災訓練（避難・消火器取扱い説明・消火） 
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8/9釧路消火器訓練 8/9函館消火器訓練 

8/9小樽地震避難訓練・消火器設置場所確認 8/9苫小牧消火器訓練  

緊急地震速報が鳴り利用

者様がいると仮定した対

応行動中 

ＡＤＬが高い方は机の下、

低い方は養生室へ誘導 

駐車場へ移動 

8/14 ＲＢ札幌東  地震想定防災訓練 

座学 

・防災訓練備品の確認 

・消火器の使い方の確認 

8/27 ＲＢ厚別  地震想定防災訓練 



16 

 

◆防災備蓄品 ※７年保管保存食セット  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆テールゲートリフター講習 ※４拠点合同で年１回実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆感染予防対策 ※レコードブック札幌東 

 

①劇症型溶血性レンサ球菌感染症予防対策     ②ノロウイルス感染予防対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10/4 新卒・中途社員・未受講者を対象に実施 

どちらも正しい知識と感染拡大を阻止するため、迅速な対応が必要 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症の 

あらましや感染対策方法の周知 

吐瀉物処理用次亜塩素酸ナトリウム

溶液を精製し、感染対策方法の周知 

 

２０２５年５月に期限が

切れるため、新たに購入。

各拠点で保管。 
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◆教育訓練 ※エコアクション２１を環境経営ＱＣ活動に取り入れています  

 

①４月グループ方針全社大会で前期の反省７９期方針発表。 

②部署ごとに月１回のＱＣチーム会議 

③１０月確認会議にて上期活動総評 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆教育訓練 ※エミヤアカデミーの様子 

 

 

 

 

 

 

 

事務局よりメールで情報

発信。 

社員とのコミュニケーシ

ョンを図ります。 

毎月活動内容を 

メールで報告 

部署ごとのＱＣチーム会議の様子 

４月全社大会 

常務取締役（環境管理責任者）による 

前期の反省と７９期方針発表の様子 

金賞 １２チーム 

銀賞  ３チーム 

銅賞・敢闘賞なし  

1５チーム、金賞を目指して 

活動しています！ 

２０２４年５月開校 

（新入社員～入社３年目を対象） 

６つのカリキュラムごとに実施 

人事制度の「目的」と「理念」を実現するため

の活動であり、働きがい・生産性を高めます 



18 

 

◆「なっとくガッ展2024」開催（2024.7.23～7.24） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆オール電化・太陽光・ＬＥＤ照明のご提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆太陽光の設置（札幌） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

札幌で設置している太陽光 

最高の技術をお客様

に ご 提 供 し ま す  

※当社ＨＰより 

 

７９期 年間総発電量 6,415Ｋｗｈ → 3,432.03 ㎏-CO2削減 

おかげさまで１５回目となりました 
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（１）環境法規の遵守状況 

環境法規の適用の有無に関しては、法規、条例を調査し、当社の事業活動の範囲から関連法則

を抽出している。当社の事業活動に該当または関連している法律は、条例については、その規

格の内容と要求事項並びに当社が実施すべき活動内容を記載した登録簿を作成し、これに基づ

いて当社の環境活動を実施している。 

環境法規について違反はなかった。 

 

（２）環境法規等違反による訴訟の有無 

環境法律等違反による顧客・地域からの訴訟は現在まで発生していない。 

 

（３）環境法則に関連した苦情・要望等の有無 

    

適用法規制 当社の対応 遵守状況 

火災予防条例 適正に維持管理 

取扱責任者の掲示板 

遵守確認済み 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 保管には囲いと掲示板を設ける 

運搬収集許可の更新 

管理票の保管と札幌市への報告 

遵守確認済み 

道路運送車両の保安基準 構造、騒音の大きさ等に関し基準に適合 

ばい煙、悪臭のあるガス又は有害なガスを多

量に発散しないもの 

遵守確認済み 

家電リサイクル法 【特定家庭用機器】 

小売店へ料金を支払い、引渡す。 

又は自治体指定の方法で引取依頼する。 

遵守確認済み 

フロン排出抑制法 ３ヶ月ごとの簡易点検 

年に一度の業者による定期点検 

遵守確認済み 

  

９．環境法規の遵守状況と関連事項 
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２０２５年度環境活動計画について 

●基本的な考え方。全社ＳＤＧｓへの取り組みを行うにあたって、ＳＤＧｓの環境系目標を 

エコアクション２１にて実施・管理することとする。 

●実施体制については、環境マネジメントマニュアルの通り設置し、活動を推進する。 

 環境管理責任者交代。 

●各項目を継続し、１％削減を目標とする。 

●８０期もＱＣサークル活動により具体的推進を図る 

（１）ミス・ロス削減活動 

ＰＤＣＡを回転させ「自工程完結」管理思考を採用し、ミスを最小化する。 

（２）環境配慮商品提案販売 

（３）二酸化炭素排出量削減 

（４）一般廃棄物排出量削減 

（５）水使用量削減 

（６）コピー用紙使用量削減 

（７）２Ｓ（整理整頓） 

（８）「活動管理板」 

（９）部署の独自項目 

●年に２回の全社員会議に機会を設け事例発表と水平展開を行う。 

●環境経営・ＱＣ活動の方針確認をグループ責任者会議の定番議題とし、管理する。 

●環境製品の提案・販売について、省エネ提案件数と受注件数を目標に取り入れる。 

  省エネ提案件数１０９件 / 受注件数６４件 

 その他環境製品の提案販売に注力する。 

１０．代表者による全体評価と見直し結果 


